
旅する文化の研究 : 外国人講師として
(私のスケッチ・ブック (22))

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2016-03-08

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 森, 明子

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/10502/00005905URL



私 の スケ ッチ ・ブ ック(22)

旅する文化の研究
一外国人講師として一

国立民族学博物館 助教授

森　 明 子

■外 国人講 師か ら何を学 ぶか

　大学で外国人講師の存在は、今やめず

らしいものではない。外国人講師に期待

されているものは何だろう。

　外国の研究者 に求められるもののひと

つ に、比較の視点がある。比較 というこ

とについて、少 し考えてみたい。

　私の専 門である文化人類学 ・民族学は、

異文化 を研究する分野である。そのなか

で、私は ヨーロッパの ドイツ語地域 を主

たる対象 としている。私の同僚 は、他の

文化 を研究 していて、異なる文化を研究

する者同士の対話 を通 して、 この分野は

成 り立っている。

　比較の視点は、文化の研究ではつねに

潜在 している。ただ し、多 くの場合、そ

の比較の標準軸を構成するのは、西欧の

文化である。 アジアやアフリカ、ラテン

アメリカやオセアニアな どの諸文化 は、

西欧の設定す る標準軸上のどこかに、位

置づ けが なされてきた。

　このことを私の研究にあてはめてみる

と、奇妙な逆転が起 こる。私 の研 究で、

ドイツの文化は何に対 して配置 されるの

か?　 私が参照枠 とするのは日本の文化

なのか、西欧の文化なのか?

　 これをさらに一歩進めてみると、私の

研究成果 をヨーロッパ人は、どのような

参照枠 をもって聞 くのか、 とい うことに

なる。

　 もとより、私がい くら懸命 に励んだと

しても、知識 と情報の双方で、 ドイツ 人

研究者 と肩 を並べることは到底 できない。

それで も、私の研 究が彼 らにないものを

与 えるとしたら、それは、私が彼 らには

見 えない ものを見 つけるか もしれない、

とい う可能性 ということであろう。それ

が異文化に対す る視角である。そのよう

な視角 は、大学 という制度の中で、生か

される質のものだろうか?

■ 知識 の伝達か議論 か

　　　　　　　　:大 学の授業風景

　昨年、私はベルリン ・フンボル ト大学

ヨーロッパ民族学研究所で、学生向きの

ゼミを担当した。当初 は辞退するつもり

だったのだが、結局引 き受 けた理由 は、

上 に述べ たような関心があったか らであ

る。授業題名 を和訳すると 「ヨーロッパ

の フィール ドワークへの視 角」であ る。
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ヨー ロッパ文化研究 を専攻す る学生 は、

日本人講師から何 を学ぶのだろうか?

　 引 き受けてはみた ものの、学生の知識

の傾向 も、気質 も、また授業の構成も ド

イツ と日本では異なる。私は、夏学期 に

向けて、半年 ほど授業風景 を観察 した。

　 まず、 この研 究所の カリキ ュラムは、

ゼ ミ主体で構成 されていて、講義はひと

つ しかなかった。 日本の大学ではふつ う

講義のほ うが多い。ゼ ミが多い ことは、

議論 を重視す る教育の全般 にわたる傾向

と密接 にかかわっていた。

　ゼ ミでは、議論そのものを学生が仕掛

けてゆ く。講義の場合、議論は講師への

質問 という形 をとる。それ に比べてゼ ミ

では、担当学生は、内容を要約 して発表

し、内容の中で何 を議論するべ きかを一

文にまとめて提示する。そ こまでを授業

の半分 ほどの時間で終えて、残 りの時間

を、ゼ ミ参加者による議論にあてる。学

生の論題の選定がつねに的 を射た もの と

は限らないから、講師が修正を加えなが

ら、議論の舵 をとってい く。

　 ここで学生は、 自分で考え、その考え

を まとめて表現する ことを訓練 され る。

これが 日本の大学 との最大の相違である。

　 日本のゼ ミでは、多 くの場合、内容を

正 しく理解することに目的が設定されて

いて、議論まではとてもいかない。学生

は発表に懸命で、 しばしば詳細す ぎて内

容 を理解で きな くなるほどだ。質問は奨

励 されるが、実際にはほ とんどない。

　 とくに英語文献 を扱 うときは、理解す

ることもむずか しい。 ここにはもちろん、

外 国語が不得手な日本人のハンデ ィも影

響 している。 ドイツの学生に とって、英

語 は外国語であるとして も、日本人に比

べれば、はるかに身近な ものである。

　 もっとも、 ドイツ の学生がよく議論す

るか らといって、 日本の学生より多 くの

知識を蓄積 しているとは限 らない。正確

に理解することをめざして、勤勉 に励 ん

でいる日本人学生がいた とすれば、その

学生のほうが、より多 くの知識を身につ

けている可能性 は高い。

　だが、 自分の頭で考えてそれを表現す

るということでは、 ドイツ の学生のほう
　 た

が長けている。ましてや、 自分 とは異 な

る見解 と対決す る、ということにで もな

れば、力の差は明 らかである。このこと

は、 もちろん、講師にもあてはまる。

■研究 、旅 と遭 遇

　夏学期の私のゼ ミでは、主としてアメ

リカ人研究者 に よる英語論文 を扱 った。

私は、かな り緊張 してゼ ミに臨んだので

あるが、まもな く、学生の知識のレベル

が私の予想 していたものより、はるかに

未熟であることを知 った。私が高 く見積

もりす ぎていたためである。そのためも

あって、またおそ らくは、私の稚拙な ド

イツ語能力 も影響 して、学生数は、当初

より減 っていった。

　だが、少数の学生 と議論を重ねたゼミ
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は、私 にとって、思いのほか楽 しみの多

いものになった。

　学生の知識が まだ若いことを見て取っ

た私は、関連する研究文献 をそのつどあ

げなが ら、授業 を進行 していった。思い

つ くままにあげる文献 は、英語 または ド

イツ語で読めるものに限 られていたか ら、

私は思いがけず、自分の知識の世界を反

対側か ら覗 くことになった。それは日本

で学生に教えているときより、奥の浅い

ものになった気が した。

　学生は、 ときどき日本では どうなのか、

日本の学生はどうなのか、という質問を

私に向けた。そのつ ど、私は外か ら日本

を眺めるような気持ちで、テ レビの中継

カメラを操るように、日本の風景画像 を

い くつか思い浮かべて、答えた。確信の

ある答えもあったが、 自信のない もの も

あった。 また、私の考えはこうであって

も、そ うは思わない日本人 もいるだろう、

とい うこともあった。そ うい うことを、

私はで きるだけ学生に伝 えようとした。

　 ヨーロッパ文化 を研究対象とする私 に

とって、このような学生 との対話の全体

が、大いに興味深いものだった。学生が

どうい うことに関心をもち、どのように

批判的な意見 をい うのか関心 をもった。

また、私がそのつ ど、それをどのように

受け止めるのか、 ということも、私 自身

を発見する経験 だった。印象に残 ってい

るシー ンがふたつある。

■印象に残る授業風景

　ひとつは、社会主義崩壊後のポーラン

ドの工場研究をとりあげていたときのこ

とである。世界資本主義を体現するアメ
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リカ人経営者 による経営=販 売戦略 を、

社会主義時代からの工場労働者が、どの

ように受け止めているかということにつ

いて、学生 は、自分や自分の身の回 りの

人々の体験 を重ね合わせなが ら、その論

文 を評価 した。聞 いてみ ると、彼女 は、

旧東ベル リン郊外の出身で、身近に農業

経営をしている人 もいるという。彼女は、

壁崩壊後 の農村地帯の 人々が、西欧化、

アメリカ化 をいかにとらえているか、彼

らのメンタリティについての彼女 自身の

観察を合わせて議論 した。

　 もうひとつは、移民について議論 して

いる ときだった。ベル リンにはひじょう

に多 くの外国人が生活 しているが、 ドイ

ツ社会は、決 してそれを歓迎 していない。

日本で は どうか、 とい う質問 に対 して、

私は日本に外 国人が少ないこと、外国人

に対 してはドイツ よりも閉鎖的であると

思 うこと、その中に在 日の人々の生活や、

不法滞在者の存在があ り、近年では日系

ブラジル人労働者が増 えていること、そ

の政治的、経済的、歴 史的背景 を話 した。

学生 は複雑な表情で聞いていたが、その

うち、 自分が10歳 の ときに ドイツに帰還

した、移住者ドイツ 人家族の一員である、

ということを話 し出した。

　移住者ドイツ 人とは、歴 史的なドイツ

の拡大政策によって東部地域に入植 した

ドイツ人の子孫であ る。ドイツ 政府は、

外国人の権利 をさまざまに制限する政策

をとっているが、血統 的な 「ドイツ人」

である、移住者ドイツ 人には、た とえ ド

イツ語 をほとんど話すことができな くて

も、ドイツ 国籍 とドイツ 人としてのさま

ざまな便宜が与えられた。



　 この学生 も、10年 ほど前、 ドイツに来

てか ら ドイツ語を学んだという。そ して、

自分たちの恵 まれた境遇に比べて、すで

に20年 以上 もドイツ に住 んで働いている

トルコ人の権利が、さまざまに制限 され

ていることを見てきた。彼女は、それを

少女のころか ら、公正でないと思って き

た、 といった。

　学生 たちひとりひとりの、このような

背景を、私 は当初、まったく予想 してい

なかった。ゼ ミで議論を重ねてい くうち

に、予期せず して、あ らわれでてきたの

である。私 にとって、それは、たいへ ん

興味深い ものであった。今でも、ときど

き、その ときの風景 を思い出 している。

　私 のゼ ミの学生 は、数人 であったが、

その中に、西ドイツ 出身で会社での労働

経験 をもつ学生 と、旧東ドイツ 出身の学

生、さらに東欧か ら帰還 した移住ドイツ

人がいた。そのなかの一人は、アイルラ

ンドの少数語集団の調査 もしているとい

っていた。彼 らの経験 は、彼 らの議論 に

投影 していた。そ して私 自身もまた、オ

ース トリアの農村やベルリンの調査 で経

験 したことと、 日本での経験 をまじえな

が ら、彼 らと議論 した。

　ゼ ミを振 り返 ってみ て私が思 うのは、

私一人の経験 だけが、異文化だったわけ

ではない、 ということである。考えてみ

れば、大学は、 また大学が所在す る都市

は、そ うい う多様 な文化が集 うところで

ある。それに して も、この発見 は重要で

ある。換言すると、それは、都市の文化

が動いていて、それが異質なもの を絶 え

ず組み込 んで新 しく編成 されている、 と

い うことのひとつの表現であった。

　ゼ ミの学生たちは、文化研究者の卵で

ある。 と同時 に、彼 らひ とりひと りが、

都市の文化 を同時進行形で再生産 してい

る途上 にあった。そ して、私 もまた、そ

のひとりであった といえよう。

　 「旅する文化」 という考えは、近年の

アカデミズムの世界で も検討すべ き問題

領域 として、浮上 しつつある。旅 をする

人 とともに、文化 も旅をしている。そ し

て、そのような文化を研究する研究者 も

また旅 をしている。

　そういう人たちが都市で遭遇 して、新

しい都市の文化が編成 されている。 この

ことは、ベルリンに限ったことではある

まい。

　私が講義をしている京都の大学のこと

を考 えてみても、受講生の出身地は、 日

本全国にわたるし、留学生 も数人含 まれ

てい る。彼 らに対 して、 これ まで私は、

知識 を伝達 していると考えていたが、む

しろ、彼 らとともに新 しい文化 をつ くり

っつある、 と考えることも可能だろう。
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